














要  約:効果的な療育指導を行うためには、障害の特徴、障害児への環境の影響力及びそ

の起序などの検討が必要である。障害児の早期発見・早期療育は意義あるが、それにて障

害が完治することはない。障害を慢性疾患と同様に位置づけることが重要となる。疾病と

障害とを区別し、その対応としての医学モデルと障害モデルの捉え方が必要になる。療育

においては疾病の基本的な自然経過を変更することはできない。療育では、疾病の治癒で

はなく、機能障害・能力低下の軽減を目的とする。療育指導は、障害児に常に好結果をも

たらすわけではない。逆に発達を阻害してしまうことがある。効果的な療育指導を行うに

は、二次障害についての十分な検討も必要なことを強調したい。


